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きちんとした法人を選んでほしい。

夢工房の運営する市内3園を含め，既存の保育所園の利用定員の増員はできないか。

公立保育所の円滑化を利用定員の110％上限から120％上限に引上げできないか。

公立幼稚園の空き教室を活用し，3歳児の1号認定子どもの受入れはできないか。

産休・育休を取得している保護者など，認定こども園に入園しようと生活設計していた
人がいることを受け止めてほしい。

利用定員を超える円滑化ではなく，既存の保育所園の利用定員の増員をすべきだ。

説明会での新たな施設整備に関する主な意見

意見

平成29年4月開園に取り組んでほしい。

年度内開園を含めた平成29年度入園希望者への対策を講じてほしい。

夢工房の建設プランを引き継ぐなど，市が認定こども園を設置・運営することはできな
いのか。

建設は市が進め，運営を民間事業者に移管することはできないか。

夢工房の建設プランを引き継ぐ条件で，新たな事業者公募をできないか。

二次審査（実地調査）を行ってほしい。

山手圏域と精道圏域でも認定こども園の整備をしてほしい。新しい施設が建たないのが残念
だ。

再公募をして応募する事業者があるのか。

前回と同じ基準で再公募をしても結果は同じではないか。

新たな事業者を選定した時に同じことが繰り返されないか。

子どもを愛する法人に応募してほしい。


